
２段目：時刻合わせ�
１段目：日付けの合わせ�

ネジロックをゆるめた状態�
　　　　　：機能なし�

ネジロック状態�
秒針�

　24時針�
（24時間制で時刻�
　が読めます）�

　日針�
（日付け）�文字板�

分針�

時針�

　曜針�
（曜日）�

■製品の特長 ■各部の名称とはたらき

光�

〈２秒運針状態〉� 〈１秒運針〉�

※この下にソーラーセル（太陽電池）があります。

この時計は『光』エネルギーによって動きます。

●文字板の下にあるソーラーセルが、受けた光を「電気エネ
ルギー」に換えます。
・フル充電で約６ｶ月動き続けます。
●「電池交換」は不要です。
・一般的なクオーツのような酸化銀電池を使用しておりませ
んので、「電池交換」は不要です。
・長時間、放置しておいても、再び『光』を当てることで、
時計が動きます。
●「エネルギー切れ予告機能」付きです。
・充電量がわずかになると、秒針が「２秒運針」になって、
充電が必要になったことを知らせてくれます。
・２秒運針になったら、約３日以内に止まる可能性を示します。
●「即スタート機能」付きです。
・止まっている時計に、光を当てるとすぐに動き始めます。
●一般のクオーツウオッチとは違い、旅行中や海外での使用
時などに電池切れを気にすることなくご使用いただけま
す。
●この時計は通常の時・分・秒のほかに、24時・日付け・曜
日も針で示す多軸時計です。
※24時針は時針に連動して動きます。単独の修正はできません。
※曜日を示す曜針には、修正機構がありませんので時刻合わせの
際、時・分針を回して合わせることになります。（→「●曜日
の合わせかたと時刻の合わせかた」を参照）

・止まっている時計を動かす場合や、充電量が少なくなったら、光にあて充電し
てください。
・太陽光や強い（1000ルックス以上の）光に時計を当てると、止まっている時計
も２秒運針で動き始めます。（即スタート機能）

※「２秒運針」とは、秒針が一度に２目盛（秒）ずつ運針すること。
・即スタート機能がはたらき２秒運針になった状態では、充電が足りません。この
状態で光をさえぎると、止まる可能性がありますので、さらに充電してください。
・「●充電所要時間の目安」を参考に「確実に１秒運針になる」まで、充電して
ください。
・フル充電状態まで充電する必要ありませんが、使い始めは十分充電するよう心
掛けましょう。（→「●充電所要時間の目安」を参照）

（充電時のご注意）
・充電の際、写真照明ライト、
スポットライト、白熱ライ
ト（球）などに、近づけ過
ぎると、時計本体が高温に
なり、内部の部品等が損傷
を受ける恐れがありますの
でご注意ください。
・太陽光にて充電する際も、
車のダッシュボード等で
は、かなりの高温となりま
すので、ご注意ください。
・時計本体が50℃以上になら
ないようにしてください。

注意
照　度�

  lx（ルックス）�

500�

700�

1000�

3000�

5000�

1万�

1万�

10万�

光　源�
�

白熱球�

蛍光灯�

蛍光灯�

蛍光灯�

蛍光灯�

蛍光灯�

太陽光�

太陽光�

環　境�
�（目　安）�

60W　60cm�

一般オフィス内�

30W　70cm�

30W　20cm�

30W　12cm�

30W　3cm�

曇　天�

快　晴�

１日動かすために必要
な充電所要時間�

約  1時間�

約  50分�

約  30分�

約  10分�

約    6分�

約    3分�

約    3分�

約    1分�

確実に１秒運針になる�
までの充電所要時間★�

約15時間�

約11時間�

約  6時間�

約  2時間�

約    80分�

約    30分�

約    30分�

約      8分�

フル充電までの�
充電所要時間�

約250時間�

約175時間�

約120時間�

約  40時間�

約  22時間�

約  10時間�

約  10時間�

約    3時間�

※上記の表の数値は目安としてご使用ください。
★この欄にある数値は、止まっていた時計に光をあて、「２秒運針状態」から脱し、「確実な１秒運針」になるまでに必要
となる充電所要時間です。この所要時間まで充電しなくても、１秒運針になりますが、その状態では、すぐに２秒運針
になる場合もありますので、この時間を目安に充電してください。
※上記の充電に必要な時間はモデルによって若干異なります。

■ご使用にあたって　●充電のしかた ●充電所要時間の目安

・エネルギー残存量予告機能がはたらくと、「２秒
運針」になります。この運針に切替わった場合、
約３日以内に時計が止まる可能性がありますの
で、充電してください。
・充電は、「●充電所要時間の目安」を参考に十分
充電してください。
※安全上、この状態でダイビングに使用することはできません。

・この時計には、一般の電池とは異なる専用の２次電
源を使用しておりますので、電池交換は不要です。
・この２次電源は、環境に対して影響の少ないクリ
ーンなものです。

破裂、発熱、発火などの恐れがありますので、
一般の酸化銀電池は絶対に組み込まないよ
うに、ご注意ください。万一組み込まれても、
導通がとれない構造になっています。

警告

■使用電源について

■携帯中に「２秒運針」になった時

□1 リュウズを左に回して、ネ
ジロックをゆるめます。

□１リュウズを左に回して、
ネジロックをゆるめま
す。

左に回す

右に回す

左に回す

押し込む

右図は10時10分潜水開始（
位置）後、30分経過したことを
示しています。

●経過時間の測定
回転ベゼルを動かし、 マー
クを分針に合わせてください。
ある時間が経過した後に、分針
の指す回転ベゼル上の目盛を読
めば、その時までの経過時間が
わかります。

※回転ベゼルは時計と逆まわりしか
回転しません。又、クリック装置
がついていますので、目盛のセッ
トがしやすいと同時に、ショック
などで不用意に回転することを防
ぎます。

経　
過　
時　
間�

［お買い上げの時計がルミブライトつきの場合］
「ルミブライト」は、放射能等の有害物質を全く含んで
いない、環境・人に安全な蓄光（蓄えた光を放出する）
物質です。

ルミブライトは、太陽光や照明器具の明りを短時間
（約10分間：500ルクス以上）で吸収して蓄え、暗い中
で長時間（約３～５時間）光を放つ夜光です。
なお、蓄えた光を発光させていますので輝度（明るさ）
は時間が経つに従ってだんだん弱まってきます。ま
た、光を蓄える際のまわりの明るさや時計との距離、
光の吸収度合により、光を放つ時間には多少の誤差が
生じることがあります。特に暗い環境での潜水の際
は、光が十分に吸収されていないと水中で発光しない
場合があります。最低でも上記条件の光をあてるか、
水中ライトを併用して潜水される様、十分ご注意く
ださい。

〈照度データ〉（目安値）
Ａ．太陽光〔晴天〕100,000ルクス〔曇天〕10,000ルクス
Ｂ．屋内（昼間窓側）〔晴天〕3,000ルクス以上〔曇天〕
1,000ルクス～3,000ルクス〔雨天〕1,000ルクス以下
Ｃ．照明（白色蛍光灯40Wの下で）〔1m〕1,000ルクス
〔3m〕500ルクス（通常室内レベル）〔4m〕250ルクス

■回転ベゼルの使いかた ■ルミブライトについて

■ご使用の前に必ずお読みいただきたいこと ■ダイビングに際しての注意事項　※必ずお読みください

③回転ベゼル
は水の中で
はやや回転
がきつくな
ることがあ
りますが、
異常ではあ
りません。

②水中でリュウズ
のネジロックを
ゆるめること
や、リュウズを
引き出すことは
絶対にしないで
ください。

①岩などの硬いも
のにはぶつけな
いように注意し
てください。

①時計に付着
した泥、砂、
海水等はリ
ュウズがし
っかり締め
てあるか確
認の上、真
水でよく洗
い流してく
ださい。

②時計を洗った
あとは乾いた
布等で水分を
完全にふいて
ください。

ダイビング前
次の項目を点検してください。
①リュウズのネジがしっかり締めてある
こと。
②バンド、ガラスにヒビ、カケ等の異常
がないこと。
③バンドと本体がしっかり固定されてい
ること。
（バネ棒、止め金等）
④回転ベゼルが正常に回転できること。
（時計と逆回りが正常な回転方向です。）
⑤時刻・カレンダーが正確にセットされ
ていること。
⑥秒針が２秒運針（一度に２目盛り送っ
ている状態）になっていないか。２秒
運針の場合は、そのままで、ダイビン
グに使用しないでください。（「●充電
のしかた」を参照してください。）

②�

①�
③�

⑥�

④�

⑤�

回転ベゼル�
回転方向�

・潜水中は、本取扱説明書で指示された
操作以外は絶対にしないでください。
・ヘリウムガスを使用する「飽和潜水」
には絶対に使用しないでください。
（空気ボンベを使用する潜水用）

・この時計を実際のダイビングに使用さ
れる時には、ご使用前に正しく作動し
ているか、点検をしていただくと共に、
使用中の注意については操作方法の項
目に記載されている注意事項をよくお
読みください。
・ダイバーズウオッチのご使用にあたっ
ては、各種のダイビングに関する安全
教育やトレーニングを受け、それに従
ったルールを守ってご使用ください。

警告

注意

ダイビング中 ダイビング後

③汚れ等が洗い流せない場合は、お
買い上げ店にご相談ください。
④時計本体がガソリン・アルコール
等の薬品に触れると、故障の原因
になりますのでご注意ください。
⑤一般的なお手入れに関しては、
「■使用上のご注意とお手入れの
方法」を参照してください。

この項目では、ダ
イビングの前、中、
後での注意事項を
記述してありま
す。それぞれの注
意事項を守り、よ
り安全なダイビン
グを心がけてくだ
さい。

■ご使用方法 ●曜日の合わせかたと時刻の合わせかた

●日付の合わせかた

・この時計には曜針の修正機構がありませんので、時刻合わせ
の前に時・分針を回して曜日を合わせることからはじめます。

□4 曜日を合わせたら、時刻合わせをし
ます。

※午前午後を間違えないように、時刻を合わ
せてください。（日付は24時間に１度変わ
るように設計せれています。）
※正確に合わせるために、分針を合わせる時
刻より４～５分位進めてから、逆に戻して
合わせてください。
※時刻合わせには、電話時報サービス117が
便利です。

□5 合わせた時刻の時報を待ち、時
報と同時にリュウズを押し込ん
でください。
リュウズを押しつけながら、
止まるところまで、しっかりネ
ジ込んでください。

□3 リュウズを右に回し、時・分針を進めてい
き午前０時を通過すると、曜針が動き始め
ます。
曜針が次の曜日を差し示すまでさらに時・
分針を進めてください。
曜針をさらに送る必要がある場合は、ここ
で逆に、時・分針を４～５時間分戻してか
ら、再び進み方向にリュウズを回すと、曜
針を早く進めることができます。
これを繰り返して曜日を合わせてください。

※リュウズの回転は静かに行ってください。

□2 秒針が、ちょうど「０秒」の位
置に来たとき、リュウズを２段
目まで引き出してください。
時計が止まります。

・時刻合わせをした後、日付けを合わせ直すとき。
・前月が小の月（１カ月の日数が30日の月と２月）で月始めの日付けの修正のときに行います。

□2 リュウズを１段目に引き
出してください。

□3 リュウズを左に回して日
付けを合わせてください。

□4  合わせ終わったらリュウズ
を押し込んでください。
さらに、リュウズを押し
つけながら右に止まると
ころまでしっかりネジ込
んでください。

※日針の動きを確認しながら合わせてください。
※時計の針が、午後９時～午前１時にあるときは日付けの合
わせをしないでください。合わせができなかったり、合わ
せても次の日に日付けが正しく送られないことがあります。

右に回す

押し込む

エクステンダー２つ折れ�

６時側バンド�

ボタン�

エクステンダー上蓋�
12時側バンド�

本体上蓋�安全蓋�

通常時�

伸展時�

１．安全蓋を開き、本体蓋をボタン
を押して開きます。安全蓋は、
危険防止のため元の位置に戻し
ます。�

３．エクステンダー上蓋を矢印の方向
にスライドさせながら上へ引いて
開いてください。�

２．エクステンダー２つ折れを
矢印の方向に開きます。�
この時抵抗があり、カチッ
と音がします。�

４．本体上蓋、安全蓋を閉じます。ウ
ェットスーツ着用の際、伸ばして
ください。たたむ時は、上記の逆
手順で行なってください。エクス
テンダー２つ折れをたたむ時、開
く時と同様にカチッと音がします。

●ダイバーエクステンダーの使いかた�

■バンドの伸展機構について

メタルバンドで、ダイバーエクステンダー機構がついて
いる場合、下記をご参照ください。ウェットスーツの上
に着用する際に便利な機構です。


